
2021 年度理系チャレンジ講座（第１回）を実施しました 

６月２日（水）に理工学部の栗原央流先生を講師に迎え、

「再生エネルギーと火力・原子力の利用」というテーマで、

理系チャレンジ講座の第１回を実施しました。遠隔配信し

た中津南、安心院、国東、別府翔青、大分雄城台、大分西、

大分鶴崎、臼杵、三重総合、竹田、日田の 11 校２００名が

受講しました。 

 栗原先生の今回の授業は、２０５０年のカーボンニュ

ートラル（CO2 排出ゼロ）社会を見据え、エネルギー供給の

現状をありのままに生徒に提示し、それに対して今後どの

ように向き合うかを問いかける内容でした。 

 今脚光を浴びている再生可能エネルギー（風力・地熱・水

力・太陽光）とこれまで主流であった火力・原子力を比較し

て、どちらに優位性があるかを検証するのではなく、発電効

率、環境への負荷、経済性、安全性などについて事実や統計

に基づいて詳細

に分析し、それぞ

れのメリット・デ

メリットを丁寧

にわかりやすく説明していただきました。 

 そして再生可能エネルギーの「クリーン」なイメージや，

既存システムを全否定するなどの意見に流されないために

「学び」の大切さを強調されました。この問題を考える上で

土台になるのが、高校物理で学習する「熱力学の法則」です。 

 最後に、どのシステムにも必ずリスクがあり、それを最小化

するために、どのような場面でどのようなエネルギーを使え

ば、よりサスティナブルな社会に近づけるのか、一人ひとりが

柔軟かつ主体的に考えていくことの必要性を生徒に投げかけ

て講義は終わりました。 

  講義後のアン

ケート調査は、「総

合的に判断して授

業がよかった」（98%「そう思う」と「どちらかといえばそう

思う」の合計。以下同じ）、「受講生は授業に意欲的に取り組

んでいた」（98%）という結果でした。「科学にはバランスが

大切で、メリット・デメリットをよく理解し、よりよい未来

をつくるためにできることから率先して取り組みたい」とい

う意見があり主体性が感じられました。 


